
台風１４号の概況と被害状況等　（平成１７年９月７日９時現在）
台風１４号の概況 降雨の状況（９月５日９時～７日８時までの２日間雨量）

○計画高水位を越えた河川　７水系８河川
　　大淀川水系大淀川　　番匠川水系久留須川
　　小丸川水系小丸川　　球磨川水系球磨川
　　五ヶ瀬川水系五ヶ瀬川、大瀬川
　　仁淀川水系仁淀川　　新宮川水系相野谷川

○被害状況（９月６日２１：３０現在消防庁調）
　　床上浸水　１，８２１戸（宮崎県他１４県）
　　床下浸水　３，０３６戸（宮崎県他１７県）
　　死者・行方不明者　１８名（宮崎県他）

○土砂災害発生状況
　　がけ崩れ　２７箇所（宮崎県、大分県　他）
　　土石流　　１５箇所（宮崎県、鹿児島県　他）

○避難勧告等の状況
　　避難勧告　12,387世帯　30,076人
　　避難指示　43,521世帯　101,364人
　　自主避難　250世帯　100人

被害状況（９月７日７時現在）

※速報値であり、数値は
今後変わることもあります。

五ヶ瀬川 五ヶ瀬川

※７日８時現在
大きさ⇒大型
速さ⇒北東40km/h
中心気圧975hPa
中心付近の最大風速30m/s

七日市329mm▲
▲大谷468mm

▲志路原259mm

▲小北川936mm椿山845mm▲

▲船戸953mm野村ダム
380mm▲

▲中筋川ダム774mm
▲直川811mm

▲渡川ダム1,973mm

▲霧島1,374mm

湯山932mm▲

上鹿川1,217mm▲

※図中の観測所雨量は
降り始めからの総雨量

参考資料４



台風１４号出水による危険水位超過河川一覧表 ９／７　７：００現在

計画高水位 危険水位 最高水位 時刻
HWLを下回った時

刻

大淀川 高岡 9.38 6.20 9.02 10:10

大淀川 柏田 9.36 - 9.93 11:40 17:30

大淀川 宮崎 6.34 5.40 6.21 13:30

小丸川 小丸川 小丸大橋 5.82 5.50 6.09 11:40 13:50

五ヶ瀬川 松山 6.82 - 7.49 14:20 16:50

五ヶ瀬川 三輪 7.27 - 7.48 14:20 15:10

大瀬川 三ツ瀬 5.53 4.30 6.39 13:50 17:20

球磨川 荻原 5.36 3.80 3.85 16:00

球磨川 人吉 4.07 3.40 4.16 18:00 20:40

川内川 真幸 5.75 4.00 5.02 13:50

川内川 吉松 8.30 7.30 7.97 14:50

川内川 栗野橋 7.15 5.80 6.67 15:50

川内川 宮之城 8.74 6.60 6.87 12:30

川内川 倉野橋 11.53 7.10 7.67 13:30

串良川 豊栄 5.65 4.40 4.90 15:30

肝属川 俣瀬 5.63 5.00 5.30 11:10

姶良川 姶良橋 6.22 5.40 6.15 9:30

番匠川 番匠橋 6.37 5.00 6.29 14:40

久留須川 間庭橋 5.87 - 5.88 14:10 14:20

大野川 大野川 白滝橋 10.51 8.40 9.06 14:20

飯室 10.25 6.60 9.44 0:30

中野 8.08 6.00 7.29 0:20

高津川 高津川 高角 6.67 4.50 5.18 1:00

江の川 江の川 吉田 7.59 6.50 6.86 2:50

渡川 四万十川 具同 10.93 7.75 9.88 23:40

肱川 肱川 大洲第二 8.51 5.20 6.49 23:30 12箇所で越水等が発生 排水ポンプ車計５台により排水を実施

伊野 10.15 8.15 9.19 22:20

中島 10.69 - 10.82 22:10 23:30

仁西 5.36 - 5.56 20:50 22:10

吉野川 吉野川 池田 11.87 8.15 9.18 1:50

近畿地整 新宮川 相野谷川 高岡 4.56 - 4.91 7:00 上昇中

危険水位を超えている水位
計画高水位を超えている水位

水防団による土の積みを実施   排水ポン
プ車計４台による内水排除を実施

水位記録
主な水防活動状況主な被害状況

五ヶ瀬川左岸の４箇所
で溢水が発生

水防団員による巡視
ポンプ車４台による内水排除

水防団員、消防署員、協力業者による土
のう据付け等を実施
排水ポンプ車計14台により排水を実施
し、完了

排水ポンプ車計３台により内水排除を実
施

川内川

肝属川

設定水位
整備局 河川名 観測所名水系名

大淀川

四国地整
仁淀川 仁淀川

番匠川

九州地整

太田川 太田川

中国地整

五ヶ瀬川

球磨川



台風１４号による出水状況（平成１７年９月７日7：00現在）【五ヶ瀬川】

延岡市

松山水位観測所

国
道

１
０

号

三ツ瀬

野田口樋門

約400戸

約200戸

想定区域内家屋数
小峰地区　左岸7.0k
　　　　　　　17戸

9/6　

13:00時点情報

　　　　
堤防越水　　9/6　11:07

想定区域内家屋数　　

2005/9/6 2:00

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 延岡市 避難勧告 334 939

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 延岡市

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川

2005/9/5 23:30

2005/9/6 8:30避難指示 22,726 52,075

世帯数類　型 人　数
都道府県 水　系 河　川 市町村

避　難　状　況

発　令　日　時 解　除　日　時 備　考

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 延岡市 避難勧告 68 178 2005/9/6 0:00

延岡市 避難勧告 976

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 延岡市 避難勧告 521 1,299 2005/9/6 3:30

2,564

宮崎県 五ヶ瀬川 五ヶ瀬川 延岡市 避難指示 8,520 21,001 2005/9/6 8:40

　　　　
4Ｋ８００　　　　　　４Ｋ４００

〈水防活動状況）（７時時点）
　４K000～５K000左岸において水

防団が土嚢を設置した。
　内水排除のため、九州地整内各事
務所より合計１４台（１０．６ｍ３/ｓ）の

ポンプ車を派遣。６日２１時３０分より
排除を開始し、７日４時５５分に終了。
現在、概ね浸水は解消。

●

●

●

内水浸水

堤防越水浸水
堤防越水浸水

想定区域内家屋数

７時現在継続中

７時現在継続中

７時現在継続中

７時現在継続中

７時現在継続中

７時現在継続中

ＨＷＬ 5.53m， 危険水位 4.50m
9/7 7:00水位 2.02m↓　（ﾋﾟｰｸ7.49m14：00）



台風１４号による出水状況（平成１７年９月７日７：００現在）【肱川】

愛媛県大洲市

危険箇所
4k/400

危険箇所
6k/600

危険箇所
13k/600

危険箇所
15k/800

危険箇所
20k/000

合計

浸水面積・家屋数（浸水位からの推定値）

大洲第二水位観測所

浸水区域凡例

ＨＷＬ ８．５１m， 危険水位 ５．２０m
７：００現在　３．９６ｍ　下降中①

②

③
④

⑤
⑥

⑦

⑧
⑨

⑩⑪

⑫

危険箇所
10k/400

危険箇所
6k/000

危険箇所
7k/600

大洲第二　　
水位観測所

危険箇所
16k/800

危険箇所
10k/800

危険箇所
8k/700

危険箇所
18k/000



⑩　鹿児島県　垂水市新城地区（行方不明３名）　土石流

熊本県

宮崎県

鹿児島県

大分県

福岡県

佐賀県

長崎県

17.9.7 8:00現在

①　湯布院町　下湯平
（行方不明１名）　土石流

②　竹田市　荻町　南河内地区
（行方不明２名）　土石流

③　西臼杵郡　高千穂町

十呂区南地区（行方不明４名）　がけ崩れ

④　西臼杵郡　高千穂町

十呂区地区（死者１名）　がけ崩れ

⑤　東臼杵郡　椎葉村

上椎葉地区（行方不明３名）　がけ崩れ

⑥　北諸県郡　山之口町

五反田地区（行方不明１名）　がけ崩れ

⑦　北諸県郡　三股町切寄地区

（死者２名）　がけ崩れ

⑨　垂水市新御堂

（死者１名）がけ崩れ
⑩　垂水市新城

小谷地区（行方不明３名）　土石流

ゆふいんちょう　　　しもゆのひら

たけだし　　　　おぎまち　みなみかわうちちく

にしうすきぐん　　　　たかちほちょう

と　ろ　く　

にしうすきぐん　　　　たかちほちょう

とろく　みなみ

ひがしうすきぐん　　しいばむら

かみしいば

きたもろかたぐん　やまのくちちょう

ごたんだ

きたもろかたぐん　　みまたちょう きりよせ

たるみずししんみどう

たるみずししんじょう

⑧　垂水市新御堂

（行方不明１名）　土石流

たるみずししんみどう

おたにちく

②　大分県　竹田市　荻町（行方不明２名）　土石流
たけだし　　　　おぎまち

⑨　鹿児島県　垂水市新御堂上ノ宮６（死者１名）がけ崩れ
たるみずし　しんみどう　うえのみや

たるみずし しんじょうちく



第二期事業

第一期事業

約250戸

杉並区
中野区

約450戸

下井草観測所

弥生町観測所

主要な浸水箇所

第二期事業

第一期事業

約250戸

杉並区
中野区

約450戸

下井草観測所

弥生町観測所

主要な浸水箇所

環状七号線
地下調節池

平成１７年９月４日集中豪雨による被害状況と環状七号線地下調節池

時間雨量100ｍｍを超える集中豪雨であったにもかかわらず、環状七号線地下調節池の働きに
より、過去の災害と比較して浸水被害が大幅に減少
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（※　外水・内水の分類については調査中）
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(H17.9.4)

神田川流域の浸水被害（床上・床下、棟）



ハリケーン・カトリーナの特徴

ルイジア
ナ州

ルイジアナ州

ミシシッピ州

※米国ではハリケーンを風速等により分類
　（ＮＯＡＡ）

カテゴリー　　　風速　　　　　　　　中心気圧
ＴＤ　　： ＜18m/s
ＴＳ　　： 18m/s～33m/s
Cat1　　：33m/s～42m/s　　980mb～
Cat2　　：43m/s～49m/s　　965mb～979mb
Cat3　　：50m/s～58m/s　　945mb～964mb
Cat4　　：59m/s～69m/s　　920mb～944mb
Cat5　　：70m/s＜　　　　　 ～920mb

ニューオリンズ周辺地図

街全体の浸水状況3)
街の中心地近くの通りが浸水4)

④屋根の上で救助を待つ人々6)③街の大通りの浸水状況5)

※写真はいずれもニューオリンズ

・8月25日にフロリダ半島に上陸・横断し、メキシコ湾に抜け、勢力を増した上でニューオリン　
ズ付近の海岸に再上陸。

・ハリケーンの勢力は、フロリダ半島を横断する際がカテゴリー１（風速33m/s～42m/s、中心
気圧980ﾐﾘﾊﾞｰﾙ以上）、再上陸時は最大のカテゴリー５（風速70m/s～、中心気圧920ﾐﾘﾊﾞｰ
ﾙ以下）。

・ニューオリンズ市をはじめとするメキシコ湾岸沿いで高潮災害が発生。レビット米厚生長官
は９月４日、「犠牲者数は数千人」との見方を示す。1）

・保険会社によると、被害に対する保険支払額は1,000億ドル（約11兆円）を超え、過去最悪と
なる見込み。2）

※ロンドン大学HP

1)日経9/5、　2)読売9/3、　3)ﾛｲﾀｰ、　4)～6)AP



ニューオリンズにおける被害と高潮事業の状況

A

B

約6.9m

約5.3m

※1FT=0.3048m

破堤地点

破堤地点

破堤地点

French 
Quarter

Super dome

ニューオリンズ
市の断面図

ミシシッピ川 ﾎﾟﾝﾁｬｰﾄﾚｰﾝ湖

ミシシッピ川

ポンチャー
トレーン湖

・ポンチャートレーン湖の高潮対策用の特殊堤の高さは概ね5m程
度であったのに対し、今回の高潮は７～８ｍに達したとされ、市の
約80%が浸水11)

・高潮によりﾆｭｰｵﾘﾝｽﾞ市の湖岸や水路（canal)などの堤防が数カ
所破堤。

・復旧に関して、元の状態に戻るには１年以上かかるとの見方もある12)

7)

・ニューオリンズ市の人口は48.4万人（2000年統計）
・市面積（468km2)のうち70%は海抜0m以下10)

Orleans郡Jefferson郡

7)陸軍工兵隊ﾆｭｰｵﾘﾝｽﾞ事務所HP、　8),9) cnn.com 9/1、　10)cnn.com 8/28, 　11)BBC NEWS 8/30、　12)朝日新聞 9/4、　13)陸軍工兵隊ﾆｭｰｵﾘﾝｽﾞ事務所HP、　14)毎日新聞 9/2

8)

9)

ニューオリンズ市概況

被害状況

主要な堤防

今回の破堤地点

Orleans郡

Jefferson郡の事業計画 Orleans郡の事業計画

Jefferson郡 Orleans郡

　　　 　堤防または特殊堤

ﾎﾟﾝﾁｬｰﾄﾚｰﾝ湖の高潮事業

・カテゴリー３のハリケーンに対応するため、堤防整備を実施。完成予定
は2015年。13)

・事業の進捗は、Jefferson郡で約70％、Orleans郡で約90％ 13)

・全体事業費7.38億ドルに対し、2005年度予算は0.06億ドル、2006年度
は0.03億ドル。工兵隊でも財源不足による事業の遅れを認識。13)

・工兵隊は「カトリーナ」と同じ「カテゴリー５」にも耐えられるように整備を
研究していた14)　　　　　　　　　　　　　　　　　

13)




